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概要

本論文では，閲覧者のユーザプロファイルを自動生成し，それを利用して Webペー

ジの変更を行う Web適応システムの提案を行う.Web作成者はWebサイト作成時に

予想される閲覧者の種別とその判別方法を定義する.Webページの閲覧時に閲覧者が

どの種別に属するかを判断してユーザプロファイルを生成し，そのユーザプロファイ

ルに基づいて Webページを変更する.Web適応に必要なルールは， Webページ毎に

記述せずに Webサイトあるいは関連のある Webページ群に対して記述する.そのた

め記述量の低減が期待できる.
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Abstract 

In this paper，we propose a web adaptation system which generates a user profile 

automatically and adapt web pages toもheuser based on the profile. A web designer 
predicts type of user who browse the pages and describes a template of user profile 

and rules for generate the profile. When a user browse the web pages， our system 
generates the profile and adapt ιhe web pages based on the profile. The rules for 

web adaptation is not described for a web page but a group of web pages. So， size 
of rules for web adaptation 'will be reduced. 

1 はじめに

近年， ECをはじめとするインターネットを利用

した多様なアプリケーションが普及し，膨大な量の

¥Vebページが公開されている.一方， ¥Vebページ

の閲覧者の増大に伴い，仕事や日常生活などの利用

状況も多様化してきでおり，個々の閲覧者が必要と

している情報や利用環境などに合わせた Webデー

タの変更処理を行う，いわゆる Web適応の研究が

盛んに行われている [1，2， 5， 6， 7， 8， 9]. 

Weh適応の研究の一つに，閲覧者に提示する Web

ページの内容を動的に変化させる機構が提案されて

いる [3]. これは， Webページを変化させるために

必要なルール記述を Webページ毎に行うことで実

現されている.しかし一つのWebサイトは通常，複

数の Webページで情報提供を行つ.ている.そのた

め，提案されている方式で変化させることを考えた

場合， Webページ毎にルール記述を行うことが必

要となり， Web作成者の負担となる.

本論文では， Web適応に必要なルールの記述量を

低減することを目的としたシステムを提案する.予

想される閲覧者の種別をあらかじめ定義しておき，

閲覧時に閲覧者がどの種別に属するかを判断して

ユーザプロファイルを作成し，そのユーザプロファ

イルに基づいて変更した Webページの提示を行う.

Web適応のために必要なルール群を Webサイトあ

るいは関連のある Webページ群に対して記述する

ため，記述盛の低減が期待できる.
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2 Web適応と関連研究

2.1 Web適応

Webデータを利用する状況や環境に合わせて変

化させることを Web適応と呼ぶ [2].
例えば，閲覧者の興味によって Webページの内

容を変化させることが考えられる.ショッピングサ

イトでは閲覧者が興味を持つと考えられる商品に関

しては詳細まで述べ，異なる商品に関しては概略穂

度に留めた表記に変化させる.よって，閲覧者は各

分野の知識に合わせて購入することができる.

しかしながら Webページは通常，閲覧者がどのよ

うに閲覧しても変化しない静的な情報である.¥Veb 
ページを利用する状況や環境に合わせて変化させ

る方式の一つにt Webページ毎に CGIなどの手続

き型言語を用いて構築する方式がある.しかし，各

Webページ毎に手続き型言語による構築を行うこ

とは効率的であるとは言えない.そこで， Webペー

ジまたは Webサイト毎に宣言的な言語を記述する

ことで， Webページを利用する状況や環境に合わせ

て変更する機構があれば有用であると考えられる.

2.2 関連研究

本研究と関連する主な研究として， ActiveWebが

ある [3].ActivcWebは利用している日付や場所な

どの状況に合わせて Webコンテンツを変化させる

システムである.¥Veb作成者は適応する状況を想

定し， ECAルールと呼ばれるルールを模した宣言

的な言語を ¥¥rebコンテンツに対して記述する.し

かしながら，我々は ActiveWebに以下の問題点が

あると考えた.

• Webサイトの規模に伴うルールの記述量の培加

ActiveWebが提案するルールはWebコンテン

ツ毎に記述する.しかし一つの Webサイトは

通常，複数の Webページで情報提供を行って

いる.そのため，同様の処理を複数のWebペー

ジで行う際も Webコンテンツ毎に記述しなけ

ればならない.

• Web適応のための変更能力が不十分

Active¥VIぬではルール内でWebページ中の変

更対象を指定するが，一つのルールでは指定す

る対象は一つのみである.そのため，複数の対

象を操作する場合はルールを複数記述しなけれ

ばならない.

以上により，現実的な Webサイトに ActiveWeb
を適用する場合，記述すべきルールは膨大となり，

遺応シス予ム

図 1:本システムの概要

Web作成者の負担は増加してしまう.。そこで，本研

究ではユーザプロファイルの自動生成とそれを利用

した Web適応の実現方式について提案する.自動

生成されたユーザプロファイルを Webサイト内の

全ての Webページで利用することで， Web作成者

のWeb適応に関する手続きの記述量を減らし，負

担を軽減することができる.

3 ユーザプロファイルを用いた

Web適応

3.1 適応手法の概要

本論文の適応手法の概要を図 1に示す.

Web作成者はWebサイト構築時に，プロファイル

生成ルール，プロファイルテンプレート.Webペー

ジを作成する.プロファイル生成ルールは，閲覧者

のユーザプロファイルの生成方法を記述したもの

である.プロファイルテンプレートは，生成される

ユーザプロファイルの雛型である.¥Veb ページは，

適応の対象となる HTMLソースである.

Web適応を行うために本システムは二段階の動作

を行う.最初の段階ではプロファイル生成モジュー

ルがアクセスした閲覧者のユーザプロファイルの生

成を行う.閲覧者がアクセスすると，その内容はア

クセスログに蓄積される.用意されたプロファイル

テンプレートを元に，アクセスログの情報とプロ

ファイル生成ルールを比較し ユーザプロファイル

の生成を行う.また，ユーザプロファイルの生成制

度を高めるために， Webページの属性情報と呼ば

れる情報も併せて用いる.

二段階目では前段階で生成されたユーザプロファ

イルを用いて， Webページの変更モジュールがWeb
ページの変更を行う.変更され，閲覧者に適応済み

となった Webページは閲覧者へと返送される.

以下では，各段階で用いられるドキュメントやタ
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図 2:ユーザプロファイルの例

terminal = {pc， cell-phone } 

literacy = {expert， beginner， other } 

図 3:プロファイルテンプレートの例

グについて説明を行う.

3.2 ユーザプロファイルとモデリング

3.2.1 ユーザプロファイルと

プロファイルテンプレート

本システムでは， Web適応のために閲覧者像の推

測を行う.推測された閲覧者像をユーザプロファイ

ルと呼ぶ.ユーザプロファイルは閲覧者の属性とそ

の属性値を一組とした項目の集合から成る.ユーザ

プロファイルの例を図2に示す.図 2の場合，推測

された閲覧者像は属性 terrninalと属性 literacyの

2項目から成る.

ユーザプロファイルは用意された雛型を元に生成

される.この雛型をプロファイルテンプレートと呼

ぶ.プロファイルテンプレートは閲覧者の属性とそ

の属性値の候補値を一組とした項目の集合から成る.

プロファイルテンプレートはWeb作成者がXMLド

キュメントを用いて記述する.プロファイルテンプ

レートの例を図3に示す.図3の場合，プロファイ

ルテンプレートは属性 terminalと属性 literacyの

2項目から成っている.

プロファイルテンプレートに記述された属性の各

候補値のうち，一つの属性値に定めたものがユーザ

プロファイルとなる.よって，図3のプロファイルテ

ンプレートを雛型として生成されるユーザプロファ

イルの一例が図 2となる.

3.2.2 プロファイル生成ルール

ユーザプロファイルの生成方法を宣言的な言語を

用いて記述したものをプロファイル生成ルールと呼

ぶ.プロファイル生成ルールは以下の2項目を一組

としたルールから成る.

・条件部

閲覧者のアクセス，アクセス履歴から導出され

る情報に対する条件を記述する.

<rule> 

<condi七ions>

<condi tion type="now" obj ect="browser'~ 

。p="like"value="DoCoMo"/> 

</conditions> 

<actions> 

<action order=句 et"object="terminal" 

value="cell-phone"/> 

</actions> 

</rule> 

図 4:プロファイル生成ルールの記述例

-アクション部

条件を満たしたときに実行するユーザプロファ

イルを生成するためのアクションを記述する.

プロファイル生成ルールはXMLドキュメントを

用いて記述する.プロファイル生成ルールの記述例

を図 4に示す.

図4のプロファイル生成ルールは.r現在利用して

いる Webブラウザに DoCoMoという文字列が含ま

れている場合，閲覧者の属性terrninalをcell-phone

に設定する」というユーザプロファイルの生成方法

を記述したものである.よって， DoCoMoの携帯電

話を用いてアクセスした時，閲覧者の属性terrninal

がcell-phoneであるユーザプロファイルが生成さ

れる.

3.2.3 Webページの属性情報

ユーザプロファイルを生成するために用いる Web

ページの属性について記述したものを Webページ

の属性情報と呼ぶ.

Webページの属性情報はWebページの相対パス，

Webページの属性，その属性値を一組とした項目

から成る.また Webページの属性や属性値はWeb

作成者が任意に記述することができる.Webペー

ジの属性情報はW3Cが提唱する RDF[4]の形式に

準じたドキュメントで記述する.

3.3 Webページの適応

本システムは閲覧時にユーザプロファイルを生

成した後，それに応じた Webページの変更を行う.

Webページを変更させるためには，図5のようにそ

のWebページに新たなタグを付加する必要がある.

本システムでの Web適応の手法は，修正や変更

をWebページに加えるのではなく，あらかじめ用意
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01: <html><body> 

02: Taro's Macintosh<hr/> 

03: LC630<br /> 

04: <Adα.ptive item=・'literacy")
05・

06 

07 

8

9

0

 

0

0

1
 

</cαndidαte> 

<defαult> 

ePUi;3$官iff-b山崎
</defαult> 

11: </Adαptzve> 

12: </body></html> 

図 5:Webページの記述例

されている選択肢の中から生成したユーザプロファ

イルに応じた部分を選択する方式を用いる 選択

IJ主と);見るのは (Adaptive)，(candidate)， (default)， 

これら 3つのタグで図まれた HTMLソースである

図5の場合，網掛けされた 2つの HTMLソースを

指す Web 適応は以下の工程を繰返すことで行う

1. Aclaptiveタグの検出

記述順に Adaptiveタグの検出を行う。 図5の場

合。4-11行自を属性 itemの属性値がliterac)'

であるAdaptiveタグが囲んでいる これは4-

11行自のHTMLソースが閲覧者の属柑 literacy

の属性値を参照して適応することを示す

2適切な HTMLソースの選択

Adaptiveタグが囲む中から， 適切な HTML

ソースを選択する 適切な HTMLソースとは1

前工程で参!!I日した閲覧者の属性値と等しい他の

属性 valueを持つ candidateタグが囲むI-ITML

ソースを指す前工程で参!被した閲覧者の属性

は literac)'であるので，図2の場合，その属悩

値は beginnerである属性 valueが beginncr

であるのは 5-7行目の candidatcタグである

ので，それが四む HTMLソースが選択される

適切な HτMLソースが見つからない場合，de-

faultタグが阻む HTMLソースが選択される

3. Webページの変更

選択された HTMLソース以外の HTMLソース

を隠蔽する また，付加した各タ グも隠蔽され

る よってユーザプロファイルが図 2である閲

覧者の場合，図6の Webページが健示される

<html><body> 

Taro's Macintosh<hr/> 

LC630<br/> 

図 6適応済みの Webページの例

4 実装と評価

提案した方式に従い，プロトタイプシステムの実

装を行った 実装したシステムは Windo¥VsXPを

osとして使用し，JakartaTomcatに内蔵されてい

るWebサーバ機能を利用している 提案した各モ

ジューJレは J2SE5.0をコン1¥イラとした Javaクラ

スで構築した 閲覧者 IDはクヱリ情報に格納する

また，現行の Webブラウザでは場所を送信する機

能が実装されていないため，これも仮惣的にクエリ

情報に地域名を格納するものとする 結果，実験し

た本論文中で例示した Web適応の動作が実現でき

ることを確認した

以下で，適応 Webとして動作する Webサイ トを

構築する際に，提案方式と ActiveWcbの方式での

作業負担の比較を行う 1つの Webサイトにつき，

N個の Webページがあり，この全てが適応動作に

より変化するものとする.

本方式では品初に，プロファイルテンプレートを

記述する テンプレートの属仙の項目数を n，テン

プレートの属性値の平均個数を T個とすると，こ

のプロファイルテンプレートからは，nT種類のプ

ロファイルが生成される 本方式では，プロファイ

ルの種類の数だけ Webページが変化する よって，

Webページの平均バリエーショ ンVω は以下の式

で表すことができる

Vα7・=nT

このバリエーションを実現するために必要な作業昆

を.適応条件の記述批と， Webページの変更手続き

の記述量とでそれぞれ比較を行う

(a)条件の記述量の比較

Web 適応の!filJ作のためには，アクセスしている

閲覧者をルールなどの条件記述により分額するプロ

セスが必要となる この条例記述の記述虫について

比較を行う

提案システムの場合の条件記述は，プロファイル

テンプレート内のある 1つの属性の属性他候補辞か

ら1つの属性他を選択するのに用いる よって， 1 

ph
u
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つのプロファイル項目に対応するルール数の平均個

数を Tとすると，ルールの記述数も nrT= r'Var個

となる.

一方ActiveWebの方式は，条件記述はアクセスと

アクセス履歴から成り，そのアクション記述に Web

ページに対する操作内容を記述する. Webページ

のバリエーションは個々のアクション記述の実行に

より実現される.したがって，あるバリエーション

を実現するのに必要な平均実行回数を αとすると，

Webページの総数 N について Var個のバリエー

ションを実現するためには， αNVar個のルールが

必要となる.

ActiveWebの方式では，サイトを構成する Web

ページの総数 N に比例してルールの記述量が増大

するが，提案方式では Webページの総数には左右

されない.したがって現実的な Webサイトを作成

する際に適応させる Webページが噌えた場合，本

方式を用いることで負担軽減が期待できる.

(b)Webページ変更手続きの記述量の比較

次に， Webページの見え方を変化させるために必

要なページ変更手続きの記述量について比較を行う.

提案方式では， Webページにはプロファイルテン

プレートの全てのバリエーションを記述する.ルー

ルエンジンはこの中からテンプレートにあったもの

を選択し，表示する.バリエーションが培えるほど，

記述する Webページのサイズは大きくなり，記述

コストは大きさに比例して増加する.バリエーショ

ン数を Var，Webページの総数を N とすると，労

力は NVarに比例する.

一方Active"Wぬでは， Webページには，バリエー

ションを生じさせる記述は含まれない.よって， Web 

ページの個々の記述コストの平均を c，Webページ

の総数を N とすると，労力は cNになる.ただし

ActiveWebの方式では，ルールのアクションとして

変更手続きを記述する.ルールの個数は (a)で示し

たように αNVarとなる.

二方式を比較した場合，バリエーション数とペー

ジ数に比例した記述量となることが推測される.

5 おわりに

Webデータを利用する状況や環境に合わせて変

化させるために，ユーザプロファイルの自動生成と

それを利用した Web適応の実現方式を提案した.

ActiveWebは全ての Web適応に関する手続きを

Webコンテンツ毎に記述するため，その記述量は膨

大となる.対し本論文では，予想される閲覧者の種

別をあらかじめ定義しておき， '閲覧時に閲覧者がど

の種別に属するかを判断してユーザプロファイルを

生成し，それに基づいて Webページの変更を行う.

予想される閲覧者の種別とその判断方法は Webサ

イトに対して記述する.ょっで，本研究は Web適

応に関する手続きの記述量を ActiveWebと比較し

て低減させることが期待できる.
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